
●この度は｢ＥＣＬＥ ５０・６０mm兼用取替ラッチ２５×１３０｣をお買い求めいただき、ありがとうございます。
　 ご使用前にはこの取扱説明書をよくお読みの上、正しく安全にご使用ください。
●本製品に関するお問い合わせは、お求めの販売店もしくは弊社にご連絡ください。

ＥＣＬＥ　５０・６０mm兼用取替ラッチ２５×１３０
ＥＬ５０６０-Ｌ

取扱説明書

注意　　軽傷または物的損害が発生する可能性がある内容
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●取付け前に部品の不足がないかを確認する。

ＥＣＬＥ ５０ ・ ６０mm 兼用取替ラッチ２５×１３０

【数量】１個

皿木ねじ ３.１×２２

【数量】２本
当て板

【数量】２枚

T-151101【00】

本製品はインテグラル錠(本締付円筒錠)やラッチフロントの
長さが５７mmより長い錠前の取替えに適応できます。

納入業者様へ

設置は納入業者様が行ってください。
P.４『保証規定』に納入業者様名、ご購入日を記入
する箇所がありますので、必ずご記入ください。
施工後は、お客様に必ず本書をお渡しください。

お客様へ

この説明書に書かれている注意事項は、必ず守って
ください。不適切な使用により事故が発生した場合、
当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承
ください。
使用条件により本製品の使用期間は変わりますが
約１０年を目途に新しい錠前への取替をお勧め致し
ます。



●取付け前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく取付けてください。

安全上のご注意

・本製品は一般住宅室内専用です。
・取替錠はＥＣＬＥ兼用取替バリアフリーレバー錠、兼用取替レバー錠以外は使用しない。
・屋外・浴室・外部との出入り口の扉で使用しない。
・鉄扉やアルミ扉など、木製扉以外には使用しない。
・火気を近づけたり、ヒーター等(暖房機)の前で使用しない。金属部分が熱くなりやけどの原因となる。
・高所からの落下など強い衝撃を与えない。
・ねじ等必要な部品を省かない。
・分解・改造は絶対にしない。
・海外で使用しない。※本製品は日本国内専用

軽傷または物的損害が発生する可能性がある内容注意

（＋）ドライバー （－）ドライバー キリ等先の
とがった工具
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手前に９０°回転させる。

【チューブラッチ６０ｍｍへの調整方法】

奥に９０°回転させる。 セット完了チューブを引っ張りだす。

※バックセットが５０ｍｍの場合は、そのまま使用する。

取付方法

取付前の準備・確認事項

●施工に必要な工具類　　　　　

●バックセットが６０ｍｍの場合はチューブラッチを６０mm用に調整する。

ドリルビット
（φ８、φ２２）

プライヤー ノミ
(15～18mm幅)

金づち電動ドリル

取付方法

１．既設の握玉およびケースロックをはずす。

１) 室内側握玉にある小穴にキリ等先のとがった工具を
　　差し込み、反時計方向に座を回し握り玉をはずす。
　　はずす事ができない場合はプライヤーで座を挟み
　　反時計方向に回し、取付け板からはずす。

２) 取付け板の固定ねじを(+)ドライバーでゆるめ、取付け板をはずし、
　　室外側握玉をはずす。

３) 上下２本のねじを（+）ドライバーでゆるめてケースラッチをはずす。

小穴

室内側握玉

取付け板

はずす

抜く

室外側握玉
回す

抜く 抜く

・ラッチプレート、兼用チューブラッチのカドはとがっている為、注意して取付けを行う。
・マンション等の賃貸住宅に取付ける場合は必ず賃貸住宅の管理者に確認を取った上で取付けを行う。

座

サムターンつまみ

この様なケースラッチも
あります。



取付方法

３．兼用取替ラッチを取付ける。

４．兼用取替バリアフリーレバー錠を取付ける。

２．扉を加工する。

既設の孔

４
３２
１

.５

２- 貫通孔φ８
既設の下穴と重なる場合は
既設穴を利用する。

φ２２、 深さ８０mm

２－φ８、 深さ４mm

１
３

０

４
２

２５

深さ４.２mm

すき間

木片

木工用ボンドで固定

フロントの切欠きサイズが大きい場合は、
木片（割りばしなど）を削って埋木をするときれいに納まる。
小さい場合は、ノミやカッターなどで削りサイズを合わせる。

●フロントサイズの切欠きが合わない場合の対処方法

削る

＜大きい場合＞ ＜小さい場合＞

取付け方法は 「ECLE 兼用取替バリアフリーレバー錠」 の
取扱説明書 ( 円筒錠からの取替方法 ) を参照。
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ラッチボルトの
テーパー面

扉の閉じる方向

１） ラッチボルトのテーパ面を扉の閉じる方向に向け
　　 扉と兼用ラッチの間に当て板を挟み込み、
　　 兼用取替ラッチを取付ける。

２） 取付け作業中に誤って扉が閉まりきることを防止する為に
　　 ラッチボルトをテープで止める。

テープ

当て板

皿木ねじ ３.１×２２

２
１

既設錠前のバックセットが
５０mm または６０mm の場合

既設錠前のバックセットが
８９mm または１００mm の場合

既設錠前
バックセット８９mm
または１００mm

既設の孔

４
３

２
１

.５

２- 貫通孔φ８

φ２２、 深さ８０mm

２－φ８、 深さ４mm

１
３

０

４
２

２５

深さ４.２mm

２
１

貫通孔φ２２

・ラッチボルトのテーパ面と扉の閉じる方向を
 合わせて取付ける。

・閉め出しまたは、閉じ込め防止の為、 作業中は
  ラッチボルトをテープで押さえる。

兼用取替ラッチ
バックセット６０mm

なべ小ねじＭ４×３０

ラッチボルト

なべ小ねじＭ４×１０

●既設の加工孔や跡形を隠す場合

ECLE兼用取替レバー錠用化粧プレートをご購入ください。(別売)

ECLE兼用取替レバー錠用
化粧プレート（別売）

７
８

５０

１４５
９５ ２

・取付けは右図の位置で必ず取付け、取付け手順は「ECLE兼用
  取替バリアフリーレバー錠」の取扱説明書を確認すること。

バックセット５０mm
または６０mm

兼用取替ラッチが切欠きに入らない場合は扉を図の寸法で加工する。



基本仕様

お手入れ方法

点検

2015年11月1日発行

●中性洗剤でのお手入れ

１．うすめた中性洗剤を含んだ柔らかい布で拭きとる。
２．洗剤が残らないように水拭きする。
３．最後に柔らかい布で水気を完全に拭きとる。

・酸性、アルカリ性洗剤やシンナー、ベンジン等の有機溶剤は使用しない。　(変形変色の原因となる。)
・クレンザー、磨き粉、ナイロンたわし等は使用しない。(傷の原因となる。)

●定期的にねじの緩みが無いかを点検する。
　 緩みがあった場合はねじを増し締めする。
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２５

バックセット
５０または６０ １４.５

１.５ ２.７

１
１

０

１
３

０

φ
２

１

２４ ２
φ５

３
５

１
０

品名：ＥＣＬＥ　５０・６０mm
　　　兼用取替ラッチ２５×１３０
品番：ＥＬ５０６０-Ｌ
材質：フロントプレート/ステンレス
　　　兼用ラッチ/亜鉛合金

品名：当て板
材質：ＡＢＳ樹脂(黒)

兼用ラッチ

フロント
プレート

(単位：mm)

　　この保証規定は、故障や欠陥が発生した場合に、お買い上げ後１年以内であれば、無償
　　修理または交換をお約束するものです。
　　ただし下記の場合は、保証期間内においても有償修理となります。
　　（１）本書記載以外の使用や禁止行為などに起因するもの。
　　（２）火災、地震、水害などの天災地変ならびに事故等外部要因に起因するもの。
　　（３）お買い上げ後の落下、輸送による損傷。
　　（４）使用による外観や本体外部の消耗および傷。
　　（５）リサイクル業者や使用者などによる再販など、当社の責任範囲を超える場合など。
　　（６）日本国外での使用。
　　（７）当社もしくは当社の指定した修理事業者など以外による修理など。
　　（８）本書の提示のない場合。
　　（９）施工不備による損傷および不具合。
　　（10）納入業者名、ご購入日を明記されていない場合。

納入業者名：

ご購入日：　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

保証規定(保証書)

●保証期間：お買い上げ日より１年


